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あの世での 生への 備え 


親愛なる ムス リムの 皆様。 人生に おいて 私 
たちが いつでも 向き合って いるに も 関わらず、 
なかなか 気づかず にいる 事実が あります。 死 
と、 その後です。 

ちょっと 振り返って みれば、 貧しい 人 も、 
金持ち も、 若者 も 老人 も、 いい 人 も 悪い 人 も、 
抑圧 者 も 弾圧され ている 人 も、 みんな この 世 
界 から 去って 言った という 事実を 目 にす る こ 
とがで きます。 多くの 人々 は、 何も 残す こと 
なく 去って いきました。 毎日、 私たちが 愛す 
る 人が、 私たちを 残し 
て 去って いきます。 私 
たち もい つの 日う^、 愛 
する 人たち を 残して 去 
ってい く のです。 どの 
瞬間に も 訪れえ る、 死 
の 時を 待って いるので 
す。 今まで、 死を 免れ 
た 人は 誰もい ない、 と 
いう 真実が あり ます。 

日 々やつれて いく 体、 

減って いく 髪に 「待っ 
て くれ」 という ことは 
できない のです。 私たちが 望む と 望まない と 
に 関わらず、 誕生に よって やってき たこの 世 
界 から、 死に よって 去って いくのです。 だか 
ら、 「この 世界に いるのは 何のた めだろ 
う。」 と 自問す る ことが 必要です。 この 問い 
の 答えと して、 アツ ラーは ク ルアー ンで 次の 
ように 仰せられて います。 「 （かれは） 死と 
生を 創ら れた 方で ある。 それは、 あなたがた 
の 中 誰の 行いが 優れてい るの かを 試みられる 
ためで、 かれは 偉力 ならびなく 寛容で あられ 
る。」 （大権 章 第 2 節） 

親愛なる ムス リムの 皆様。 信仰の 六つの 基 
本の 一つが、 来世を 信じる ことです。 来世で 
は、 現世で 私たちが 行なった 事の 見返りを 見 
出す ことになります。 私の あり方に よって、 
報奨 もしくは 罰が 与えられる のです。 もはや 
この 世へ 戻って くる ことはありません。 また 
誰かに 対して 不正が 行なわれる こと も ありま 
せん。 アツ ラーは この 真実を、 次のように 説 
かれて おられます。 「一 微塵の 重さで も、 善 


を 行った 者は それを 見る。 一 微塵の 重さで も、 
悪を 行った 者は それを 見る。」 （地震 章 7 — 
8) 審判の 日は、 私たちには 異議を 唱える 権 
利が ありません。 なぜなら 私たちの 前に 現れ 
るのは、 私たちが 行なった 事に 他なら ないか 
ら です。 崇高なる アツ ラーは、 次のように 仰 
せられて おられます。 「一人ひとりに、 われ 
は その 運命を 首に 結び付けた。 そして 復活の 
日には、 （行いの） 記録され た 一巻が 突き付 
けられ、 かれは 開いて 見る。 け^れは 仰せら 

れ よう。） 『あなたが 
たの 記録を 読みなさい。 
今日 こそは、 あなた 自 
身が 自分の 清算 者で あ 
る』」 （夜の 旅 章 1 3 
-14) 「やがて、 
(終末の） 一声が 高鳴 
り、 人が 自分の 兄弟 か 
ら 逃れる 日、 自分の 母 
や 父 や、 また 自分の 妻 
や 子女から （逃れる 
日）。 その 日 誰も かれ 
も 自分の こ とで 手い っ 
ぱい。 （或る 者たち の） 顔は、 その 日 輝き、 
笑い、 且つ 喜ぶ。 だが （或る 者たち の） 顔は、 
その 日 埃に 塗れ、 暗黒が 顔を 覆う。 これらの 
者 こそ、 不信心な 者、 放蕩 者で ある。」 （眉 
を ひそめて 章 3 3-4 2) 

親愛なる 兄弟 姉妹の 皆様。 この 世での 市場 
において すら、 どんな もので あれ 見返りな し 
には 手に入れる ことは できません。 永遠の 世 
界で 約束され ている 恵みは、 努力せ ず、 備え 
をせ ず、 手に入れる ことができる でしよう か。 
死が あり、 審半 りが あり、 がが あり、 ス ラート 
橋が あり、 天国が あり、 地獄が あります。 だ 
から、 準備が 必要です。 裁きを 受ける 前に、 
自らを 見つめな おしまし よう。 今日の フトバ 
を、 ハ ディースで 締めく く りたい と 思います。 

「来世に おいて、 人は 次の 五つの ことを 問わ 
れる ことなしに、 アツ ラーの 御前から 離れる 
ことは ない。 生涯を どこで 費やした か、 若者 
時代を どう 終えた か、 財産を どこで 何に よっ 
て 費やした か、 そして 知っている ことに 従っ 
て 行動した かどう か、 である。」 
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